
　過去10年間において安定した行政経常収支を確保して年度末に生じた歳計剰余金を着実に基金
へ積立てし、また、地方債償還額の範囲内で起債を行ってきたこと等により、平成20年度以降実質債
務が生じておらず、健全な財務体質を維持している。これにより、財務4指標は診断基準に抵触して
おらず、問題の無い水準で推移している。
　今後は、高齢化に伴う扶助費の増加等が見込まれるものの、これまで成果を上げている農業振
興、観光、移住・定住促進などの取組の継続により、人口減少対策、地域活性化につながることが期
待される。
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※一月当たり収入の何ヶ月分
の債務があるかを見る指標

※一年間で生み出される償還
原資の何倍の債務を抱えて
いるかを見る指標

※収入からどの程度の償還
原資を生み出しているかを見
る指標

※一月当たり収入の何ヶ月分
の積立金があるかを見る指標
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総 合 評 価

〔経常的な収支と
積立金等の備えからの資金余裕状況 〕

債 務 償 還 能 力
〔地方債等の債務の大きさと、
その償還原資を確保する能力 〕
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